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榜
伽
師
資
記
は
、
四
祀
道
信

(五
八
〇
!
六
五
一)
に
入
道
安
心
要
方
便
法
門
の
述
作
あ
り
と
記
し
、

そ
の
暉
法
を
傳
え
る
こ
と
最
も
詳
し

い
。
道
信
は
斬
州
黄
梅
縣
の
墾
峰
山
に
初
め
て
定
住
し
て
會
下
五
百
蘇
人
と
構
せ
ら
れ
た
だ
け
に
、
よ
く
學
者
の
機
根
に
差
別
の
あ
る
こ
と

を
認
め
、
之
に
相
鷹
す
る
幾

つ
か
の
暉
法
を
設
け
て
誘
導
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。

先
づ
文
珠
般
若
経

・
大
品
般
若
経

・
観
無
量
壽
経
等
に
よ
つ
て

一
行
三
昧
師
念
佛
三
昧
の
法
を
説
い
た
。
即
ち
、

心
を

一
佛
に
繋
ぎ
、
専

ら
佛
名
を
稽
え
念
念
相
績
し
て
、
忽
然
澄
寂
、
更
に
縁
念
す
る
所
無
く
、
念
佛
印
念
心
、
是
心
是
佛
、
絡
に
安
心
の
境
に
到
ら
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

又
、
書
夜
を
問
わ
ず
、
行
住
坐
臥
自
身
の
空
浄
と
六
根
の
空
寂
を
観
ず
る
空
観
の
法
を
説
い
た
。

又
常
観
=自
身
一、
空
深
如
r影
、
可
γ見
不
γ得
、
智
從
=影
中
一生
、

畢
寛
無
二庭
所
一、
不
γ動
而
鷹
γ物
、

攣
化
無
γ有
r窮
、
空
中
生
三
ハ

根
一、
六
根
亦
空
寂
、
所
γ封
六
塵
境
、
了
=知
是
夢
幻
一、
…
…
常
念
二
六
根
空
寂

一…
…
身
中
常
空
深

若
初
學
坐
輝
時
、
於

一
静
庭
、
直
観
身
心
、
四
大
五
陰
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
及
貧
唄
凝
、
若
善
若
悪
、
若
怨
若
親
、
若
凡
若
聖
、
及
至

一
切
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諸

法

、

磨

=
當

観
察

一、

從

γ
本

以
來

空

寂
、

不

生
不

滅
、

李

等

無

二
、

從

r
本
以

來

無
所

有

、

究

寛

寂
滅

、

從

γ
本

以
來

清
浄

解

脱

、

不

γ

問

二
書

夜

一、

行

住
坐

臥

、

常

作

=
此
観

一、
師

知

自

身

猫
如

=
水

中
月

一、

如

=
鏡

中
像

一、
如

二
熱

時
炎

一、

如

=
空

谷
響

一、

若

言

一一是

有

一、

庭

虞

求

γ
之

不

r
可

γ
見

、
若

言

二
是

無

一、

了

了

恒

在

二
眼

前

一
、
諸

佛

法

身

皆
亦

如

是

。

次

に
更

に
具

盟

的

な
繹

法

と

し

て
、

守

一
不
移

の
撮

心

法

を
示

し

て

い

る
。

師

ち
、

書

夜

を
問

わ
ず

意

を

注

㍗

で

一
物

を
看

る
法

で
あ

・

る
。守

一
不
移

者

、

以

二
此

空
浄

眼

一、

注

r意

看

一一
一
物

一、

無

γ
問

二
書

夜

時

一、

專
精

常

不

γ
動
、

其

心

欲

;
馳
散

一、

急

手

還
撮

來

、

如

三
縄

繋

=

鳥

足

一、

欲

r
飛

還
製

取

、
絡

日
看

不

γ
已
、

混

然

心
自

定

、

維
摩

経

云
、
撮

心
是

道

場
、

此
是

撮

心
法

。

又

、

心

に
煩

悩

の
異

境

を
縁

念

し

た
時

に
、

そ

の
起
時

と
起

庭
、

印

ち

一
念

の
起

る
根

源

を
覧

観

す

る

こ
と

に

よ

つ

て
之

を
潰

滅

す

る
解

脱

看

の
法

を
説

い
た
。

若

心
縁

一一異

境

一、

覧

二
起

時

一師

観

=
起

庭

一、

畢

童

不

レ
起

、

此

心
縁

生

時
、

不

下
從

=
十

方

一來

上
、

去

亦
無

γ所

γ
至

、
常

観

一一墓

縁

一、

覧

二
観

妄

識

一、

思

=
想

雑

念

一、

齪

心
不

r起

即

得
鹿

住

、

若

得

γ住

γ
心
、

更

無

二縁

慮

一、

印

随

γ分

寂

定

、

亦

得

三
随

γ分

息

二
諸

煩

悩

一、

畢

故

不

γ
造

γ新

、

名
爲

=
解

脱
看

一。

他

に
、

身

匿
按

摩

氣

息

清

冷

の
初

學

坐

暉

法

や
、

捨

身

之
法

等

も

説

い
て

い
る

。

こ
れ

ら

の
幾

つ
か

の
縄

法

の
施

設

は
、

學

者

取

7
悟
不

γ
同
、

又

、

根
縁

不

γ
同

の

た

め

で
あ

つ
て
、

人

の
師

と
爲

る
者

は
善

く

識

別

す

べ

し

と

設

き
、

修

道

に
方

便

有

る
所

以

で
あ

る
と

さ

れ

る
。

然

る

に
又

、

道
信

の
縄

風

に

は
、

他

面

こ
れ
ら

の
方

便

的
揮

法

を

す

べ

て
き

び

し

く
否

定

す

る
直

読

の
法

門

が

あ

っ
た

。

云
何

能

得

・
悟

=
解

法

相

一、

心
得

=
明

澤

一、

信
日

、

亦

不

二
念

佛

'、

亦

不

γ
捉

γ
心

、

亦

不

γ
計

γ
心
、

亦

不
二
思

惟

一
、
亦

不

=
観
行

一、

亦

不

=

散
齪

一、

直

任

運
。
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し

問

、

臨

γ時

作

一一若

ー
爲

観

行

一、

信

日
、

直

須

二
任
運

一
。

又
日

、

用

γ
向

=
西

方

=
不

、
信
日

、
若

知

二
心
本
來

不
生

不

滅
究

童

清

澤
、

印

是

澤

佛

國
土

、

更

不

γ
須

γ
向

二
西

方

一
…

…
、

須

γ
知

二
一
方

無

量

方

、

無
量

方

一
方

一、

佛
爲

=
鈍

根
衆

生

一令

γ
向

二
西

方

一、

不
下
爲

二
利

根

人

一説

上
也

。

印

ち
、
念

佛

看

心

乃

至

い
か

な
る
観

行

の
法

を

も
排

し

て
、
直

に
任

運

な

れ

と

い
う

μ

こ

れ
ら

の
観
行

は
坐

輝

に
於

け

る
内

観

の
法

で
あ

　

　

る

か

ら
、

任

運

の

一
句

は
、

こ
れ
ら

の
観
行

と
密

着

し

た
坐

暉

そ

の
も

の
を

も

超

え

て
、

直

に
本

來

清

澤

の
悟

に
立

脚

す

る
も

の
と
言

わ

ね

ば

な

ら

ぬ
。

道

信

に

お
け

る

坐
輝

観

法

の

一
面

と
、

坐

輝
す

ら

必

要

と

せ

ぬ
直

説

心
悟

の

一
面

と

は
、

道

信

以
後

の

輝

思

想

史

若

く

は

琿

法

史

に
於

い

て
、

相

互

に
か

ら

み
合

い
獲

展

す

る
修

暉

の

二

つ
の
形
態

を
な

し

て

い

る
。

二

坐

縄

の
方

便

と

し

て
、

念
佛

、

看

心
、

守

一
、

空

観
等

の
縄

観

を
取

入

れ

て
學

者

の
機
根

に
樹

慮

し

た

道
信

の
縄

法

は
、

五
租

弘

忍

(
六

〇

二
!

六
七
五
)

の
東

山
法

門

に
も

縫

承

さ

れ

て

い
る
。

楊

伽
師

資

記

に

は

、
「
爾

坐

時
李

面

端

身

正

坐

、
寛

=
放

身

心

一
、
壷

空
際

遠

看

二
一
字

一
、

自

有

=
次

第

一、

若

初

心
人

墓

縁

多
、

且
向

三
心
中

一看

=
一
字

一」

等

の
琿
観

を

傳

え
、

修

心
要

論

(最

上
乗

論

ー

輝
門

撮

要

本
)

に

は
、
観

無

量

壽

維

に

よ

る
日

想
観

や
、

撮

心
、

看

心

の
坐

輝
法

を

懇

切

に
示

し

て

い
る
。

若

有

=
初

心
學

ア
縄
者

上
、

依

二
観
無

量

壽

経

一、

端

坐
正

念

、

閉

目
合

口
、

心

前
李

覗

、

随

二
意

近

遠

一、

作

一二

日

想

一、

守

=
眞

心

一、

念
念

莫

γ住

、
印

善

調
=
氣

息

一、

莫

γ
使

=乍

轟
乍

細

一
。

(北
卒
本
)

諸

撮

心
人

、

…

…

心
未

一一清

浮

一時

、

於

一一行

住

坐

坐

中

一、
恒

懲

γ
意
看

γ
心
、

猫

未

γ
能

噂昌了

了

清

浮

濁

=
照

心

源

一、

是

名

二
無

記

心

一
(全
)

端

坐

正

念
、

善

調

=
氣

息

一、

懲

二
其

心

一不

γ在

γ
内
不

γ在

γ
外
、

不

γ在

=
中

間

一、

好

好

如
如

穏

看

。

(
全
)
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弘
忍
の
こ
の
よ
う
な
暉
風
は
、
そ
の
門
流
に
、
智
読
-
庭
寂
ー
無
相
ー
浮
衆
寺
神
會
の
澤
衆
宗
系
統
の
如
き
、

又
、
牛
頭
四
世
と
な
つ
た

法
持
や
、
宣
什
、
果
州
未
和
上
、
閲
州
慈
玉
、
相
如
縣
尼

一
乗
等
の
南
山
念
佛
門
縄
宗

(圓
覧
経
大
疏
紗
巻
第
三
下
)
と
構
せ
ら
る
、
一
群

等
、
多
く
の
念
佛
繹
の
行
者
を
輩
出
し
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

北
宗
神
秀

(六
〇
五
?
1
七
〇
六
)
の
系
統
も
亦
、
口
構
念
佛
と
看
法
を
併
せ
行
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

諸

佛
如

來

有

=
入

道

大
方

便

一、

一
念

澤

心
頓

超

=
佛

地

一、

和

撃

レ木

一
時

念
佛

…

…

向

γ
前

遠
看

、

向

γ後

遠
看

、
四
維

上
下

一
時

李

等

看

、

蓋

=
虚

空

一看

、

長

用
=
浄

心
眼

一看

、

莫

二
間

噺

一、

亦

不

r
限

=
多

少

一看

(
大

乗
無

生
方

便

門

)
。

但

し
、
観

心
論

(
破
相

論

)

を
瀞

秀

の
作

と

す

れ
ば

、

榊
秀

自

身

は
稔

名

念

佛

を

否
定

し

て

い

る
。

「
夫

念

佛

者

、
當

須

=
正
念

一、

…
…

既

構

=
念
佛

之

名

一、
須

行

=
念

佛

之

燈

一、

口
調

一一空

言

一、

徒
爾

盧

功

、

有

二
何
成

ツ
盆

」

(敦

煙

出

土

本
)

さ

て
、

こ

の
よ
う

に
磨

機

の
方

便

と

し

て
盛

ん

に
用

い
ら

れ

た

坐
縄

法

を

き

び

し
く

批
到

し
、

「
看

心
看

深

不

動

坐
輝

」

の
漸

修

法
門

は

暉

の
本

質

を
見

失

う

も

の

と

し

「
頓

悟
見

性

」

「
定

慧

不

二
」

「
無

念

、

無
相

、

無

住

」

の
暉

を
主

張

し

た

の
が

六
祀

恵
能

(
六
=
天

ー
七

一

三
)
で
あ

り
、

「
作
爲

修

定

」

「
凝

心

入
定

、

住

心
看

澤

、

起

心

外

照
、

撮

、心
内

讃

」

を

徹

底

排
斥

し

「
無
念

、

頓

悟

」

を
強

調

し
た

肺
會

(
六
六
八
!

七
六
〇
)

で
あ

る

こ
と

は

よ

く
知

ら

れ

て

い
る
。

こ
れ

は
縄

の
本

質

が
、

坐

に
在

ら

ず
、

又
特

殊

な
観

法

に
在

ら
ず

し

て
、

「
見

一一自
性

一
」

「
見

=
無

念

一」

に
在

り

、
漸

修

に

よ
ら

ず

し

て

善

知

識

の
言

下

に
頓

悟

す

べ

し

と
す

る

も

の

で
、

暉

思
想

史

上

多

大

の
意

義

を
も

つ
。

暉

の
目
的

と
す

る
所

を
明

確

に
し
、

純

梓

化

し
、

簡

易

化

し
、

理
論

的

に

は
輝

を

長
坐

か
ら

解

放

し

て

日
常

動
静

の
生

活

の
中

で
探

究

す

る

こ
と

を

可
能

と

し
、
方

法

と

し

て
は
師

資

の
商

量

に

よ

つ
て
端

的

に
頓

悟
す

る

こ
と

を
目

指

す

に
至

つ
た

の

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

な
主

張

は
、

さ

き

に
述

べ

た
道

信

の
暉

法

の

一
面

、

「
須

=
任

運
」

の

一
語

に

も
含

ま
れ

る
所

の
も

の

で
あ

る
。

更

に
初

租

達

摩

の
理

入

壁
観

の
法

や
、

榜

伽
師

資

記

の
傳

え

る

「
指

事
問

義

」

の
手

段
も

之

に
他

な
ら

な

い

で
あ

ろ
う

。

殊

に
二
祀

慧

可

の
語

と
言

わ

れ
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る
四

行

論

長
巻

子

雑

録
第

一
の
安

心
法

門

は
更

に
具
艦

的

に
之

を
傳

え

て

い

る
。

修

道

人
、

若

欲

=
肚

大

一、

會

レ
寄

三
心
規

域

外

一
、
…

…
不

r
澄

二
大

小

乗
解

一、

不

レ嚢

二
菩
提

心

一、

乃

至

不

レ
願

=
一
切

種

智

一、

不

γ貴

三
解

γ定

人

一、

不

レ
賎

下
著

二
貧
欲

一人

上
、

乃
至

不

r
願

=
佛

智

恵

一、

其

心

自
然

閑

静

…

…
不

レ願

=
凡
聖

一、

不
求

=
解
脱

一、

復

不

γ
畏

=
地

獄

一
、
無

・が
直

作

任

(無

心
直

住
-

撮
要
本

)
始

成

=
所

規

鈍

心

一
(成

一一
一
箇

規

鈍

心

一ー

撮
要
本
)

(三

二
)

高
臥

放

任

、

不

γ
作

=
一
箇

物

一、

名
爲

二
行

道

一、

不

見

=
一
箇
物

一、

名
爲

二
見

道

一、

不

γ行

二
一
箇

物

一、

各

爲

=
行

道

一、

亦

名

γ
易

r
知

、

亦

名

レ
易

γ
行

。

(
四
五
)

行

虞

是

菩
提

庭

、

坐
庭

是

菩

提

庭

、

立
虚

是

菩

提
庭

、

學

足

下
足

、

一
切

皆

是

菩

提

庭

(
五
二
)

若

勤

看

=
心
相

一見

二
法
相

一
、
勤

看

;
心
庭

是

寂

滅
威

、
是

無
住

廣

…

智

慧
虞

、

繹
定

庭

、

無

碍
虚

一、

若

作

=
如

r
此

解

一者
、

是

堕

γ坑

落

γ錘

人

。

(
六

一
)

更

に
縁

師

の
読

と

し

て

七
九

則

に

「
問

、

某

甲

敏

レ
心

輝
定

、
印

不

レ動

。

答

、

此
是

縛

定

、

不

γ
中

レ
用

」

と

し
、

七

八
則

に
、

「
問

、

何

謂

=
鬼

魅

心

一、
答

、

閑

γ
眼
入

レ定

」

と
言

い
、

又

九

八
則

に
は

「
安

暉

師

日
、

直

心

是

道
、

何

以

故

、.
直

念

直

用
、

更

不

γ観

γ空

、

亦

不

7
求

=
方

便

一、

此
是

久

行

γ道

人

」

の
語

が

あ

る
。

こ
れ

ら

の

一
連

の
語

は
、

聖

も

凡

も

何
物

を
も

求

め
ず

行

ぜ
ず

、

勤

め

て
看

心
看

法

せ
ず

、

琿

定

を

要

せ
ず

、

行
住

坐

臥

一
切

庭

に
於

い

て
無

心
無

作
、

直

心
直

用

す

る

こ

と
を

示

す
も

の

で
あ

つ
て
、

遠

く
馬

租

乃

至
臨

濟

の
語

に
通

ず

る
も

の

で
あ

り

、

シ
ナ
暉

の
本

質

は
す

で

に

こ
こ

に
成
立

す

る

の
を
見

る
。

唯

、

四

租

五
祀

は
坐

暉
法

と

無

心
輝

を

機
根

に

よ

つ
て
併

用

し
、

六

租

は
無

心

琿

の
本

質

を

理
論

的

に
把

握

し
確

立

し

た

と
言

う

こ

と
が

出
來

る
。
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三

し
か

し

雑

録
第

一
の
無

心

輝

に
も
全

く

断

惑

の
方

便

門

が

無

い

で
は

な

い
。

問

、

修

道
断

惑

用

=
何

心

智

一

答

、

用

二
方

便

心
智

一

問

、

云

何
方

便

心

智

答

、

観

レ
惑

知

三
惑

本

無

=
起
庭

一
、

以

一一此
方

便

一得

γ
断

二
疑

惑

一、

故
言

二
心
智

(
二

一
)

心

若

起
時

、

郎

依

γ
法

看

二
起

庭

一、

若

分
別

、

依

r法

看

=
分

別

庭

一、

若
負

若

顛

倒

、

帥

依

γ
法

看

=
起

庭

一、

不

r見

二
起
庭

=
、

印

是

修

道

(
二
六
)

こ

の
観

法

は
前

記

の
道
信

の
語

録

に
も
存

し
、

又
後

來

永

く

輝
門

に
於

い
て
受

用

さ

れ

た

心
法

で
あ

る
。

そ

の
守

一
、

看

浄

の
観

法

と
質

　

　

　

を
異

に
す

る

貼

は
、

何

か

を
封

象

と

し

て
観

ず

る

の
で

な
く

、

惑
念

の
起

る
根

源

を
見

よ

う

と

す

る

こ
と

に
よ

つ
て
、
見

る

は

た
ら

き

を

強

く
呼
び
起
し
、
見
る
作
用
を
自
覧
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
却

つ
て
封
象
が
清
滅
す
る
黙
に
あ
る
。
即
ち
見
性
i

無
念
の
覧
観
に
通
ず
る
繹

 法
と
言

う

こ
と

が

で

き

る

。

さ

て
、

六
租

以
後

、

無

心
揮

、

師

ち

無

心
無

念

の
所

に
自

性

を
頓

悟
自

覧

す

る

の
暉

風

が

輝

の
本
流

之

な
る

。

馬

組
道

一

(
七
〇
七
i

七
八
六
)
は
、

道
不

γ用

γ
修
、

但

莫

二
汗

染

一
(
景
傳
巻

二
八
)
、

取

γ
善

捨

γ
悪
、

観

γ
空

入

γ定

、

印

属

二
造

作

一、

更

若

向

レ
外

馳

求
、

轄

疎
轄

遠

(古
奪
宿
語
鯨
巻

一
)

…

…
但

無

一一
一
念

一、

印
除

二
生

死
根

本

一

(全
上
)

と

し
、

又

逆

に
、

六
根

運

用
、

一
切

施
爲

、

蓋

是

法
性

(全
上
)
と

も

い
う

。

從

つ
て
自

心
是

佛

(
租
堂
集
巻
第
+
四
)
、

卒

常

心
是

道

(景
傳
巻
第

二
八
)

で
あ

り
、

不

γ
假

=
修

道

坐
縄

一、

不

修

不

坐
、

印

是

如

來

清

澤
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暉

(
全
上
)

と
も

言

わ

れ

る
α

む

む

む

む

む

　

む

む

む

百

丈
懐

海

(
七
二
〇
ー

八

一
四
)
は
佛

是

無

求

人
、

無

著

人
、

無

依

人

(古
奪
宿
語
録
巻
第

一
)

と
言

い
、

自

心
是

佛

を
更

に
具

盟

的

に
、

如

む

む

今

鑑

覧
是

(全
上
)

と
言

つ
た
。

除

=
鑑
覧

一外

別

有

、

書
是

魔

読
、

若

守

=
住

如

今

鑑

覧

一亦

同

一魔

説

一、

亦

名

=
自

然
外

道

一
(全
上
)

　

　

印

ち

如
今

の

六
根

の
鑑
覧

上

に
眞

性

を

見

る

の

で

あ

つ
て
、

そ

の
他

に
別

佛

は

な

い
。

佛
教

は

こ

こ

に
徹

底

的

に
人
間

化

日

常

化

さ

れ

る

が

、

南
泉

普

願

(
七
四
八
ー

八
三
四
)
は
更

に

無

心

の
理

想

を
、

潜
行

密

用

、

無

二人

覧

知

一、

…

…
箇

擬

鈍

人

(
古
奪
宿
語
録
巻
+
二
)

と

し
、

不

レ
會

=
佛

法

一、

只

會

γ
道

(全
上
)

と
言

い
、
途

に
無

心

の
象

徴

を

動
物

に
求

め

た
。

　

　

　

問
、

和

尚

百

年
後

…
…

山
下

作

一一
一
頭

水

粘

牛

一
去

(全
上
)

　

　

　

　

狸
奴
白
枯
、
行
履
却
快
活

(全
上
)

　

　

　

向

=
異

類

中

二行

…

…
他

無

=
情
解

一
(
全
上
)

黄

葉
希

運

(八
四
七
-
八
五
九
中
)
亦

、
但

於

二
見

聞

覧
知

庭

一認

コ
本

心

一
、
然

本

心
不

r
属

二
見

聞

覧

知

一、

亦

不

γ
離

二
見

聞

覧

知

一
(傳

心
法
要
)

む

む

む

む

む

む

む

む

と

し
、
直

下

無

心

、
當

下

無

心

と
示

し

、

又
、

學

道
人

、

若

欲

r
得

一一成

佛

一
、

一
切

佛

法

総

不

γ
用

γ
學

、

唯
學

二
無

求
無

著

一

(全
上
)

と
言

つ
た
。

臨

濟

義
玄

(
八
六
七
寂
)

は
目

前
歴

歴

底

、

面

前
聴

法

底

(臨
濟
録
)

に
眞

性

を
見

、

禰

若

能

歓

二
得

念

念
馳

求

心

一
、
便
與

二
租
佛

一
不

γ
別

と

む

　

し
、
無
事
是
貴
人
を
唱
え
た
。

右
に
要
約
す
る
よ
う
に
、
六
租
以
後
の
暉
風
は
、
特
殊
な
縄
観
と
長
坐
を
媒
介
と
せ
ず
、
日
常
見
聞
覧
知
の
中
に
於
い
て
無
心
無
念
を
覧

知
し
、
無
爲
無
作
の
威
に
自
己
の
眞
性
を
見
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
頓
悟
輝
は
又
他
面
實
際
に
於
い
で
師
ー
善
知
識
の
協
力
を
必

要
と
さ
れ
、

一
棒

一
喝

一
句
に
よ
る
師
資
の
商
量
と
い
う
形
を
取
る
。
そ
し
て
商
量
輝
か
ら
、
古
人
商
量
の
言
句
機
縁
を
輝
観
の
内
容
と
す
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る
公
案
暉
i

看
話
暉
を
生
む
に
到
る
の
で
あ
る
。
看
話
琿
に
於
い
て
、
無
修
無
求
無
念
の
暉
と
撮
心
守

一
の
縄
法
が
吸
牧
綜
合
さ
れ
、

話
頭
の
工
夫
に
よ
つ
て
自
性
の
頓
悟
に
導
か
ん
と
す
る
輝
法
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

註
e

註
口

鈴

木

大

拙
博

士

の

「
少
室

逸

書
」

及

び

「
輝

思

想
史

研

究
第

二
」

に
ょ

つ
て
校

刹

さ
れ

た

こ

の
敦
煙

出

土

長
雀

子

は
、

宇

井
博

士

「
輝

宗

史

研

究
」

(
四
九
i
五
六
頁
)、

中

川
孝

氏

「
菩

提

蓮
摩

の
研

究
」

(東

北

大

學
文

學

會
編

「
文

化

」

第

二
十

雀
第

四
号

所
牧

」

に
よ

つ

て
各

々
異

る

立

場

か

ら
慧

可

の
語

と
推

定

さ

れ
た

が
、

最

近
關

口
眞
大

博

士

は

「
達

摩
大

師

の
研

究
」

(=
二

七
⊥

一西

四
頁
)
に
於

ヒ

て
、

宗
鏡

録

第

九
十

九

所

牧

繹

法

聰

の
語

を
文

証

と
し

て
、

法
聰

(五
八
六
ー
六
五
六
)
と
推

定

さ

れ

て

い
る
。

五
祀

法

演

(ー
=

〇
四
)
は
室

中
常

に
趙

州
無

字

の
則
を

畢

し

て
學

人

を
接
得

し
た

(
五
魍

演

輝
師

語

録

六
+
八
枚
表
)

が
、

公

案

輝

を
方

法

論
的

に
詳

述

し
た

の
は

そ
の
弟

子

圓
悟

克

勤

(
一
〇
六
一一T

=

三
五
)
で
あ

る
。

初
機

晩
學

、

乍
爾

要

ゾ
参
、

無

二摺

摸

庭

一。

先

徳
垂
ノ
慈
、

令
ソ
看

二
古

人
公

案

一。

蓋

設
ゾ
法

繋

二
住
其

狂

思

横
計

一、
令

下
況

二
識
慮

一到
申
專

一

之
地
上
。

慕

然
獲

二
明

心

地

一非

二
外
得

一。

向
來

公

案

乃
敲
〆
門

瓦

子

　
。

X
圓

悟

輝
師

心

要

巻
下

示

二
印
輝

人

一)

即

ち
、

公
案

輝

は
、

守

一
不
移

の
輝
定

と
、
商

量

頓
悟

の
古
則

と
が
大

疑

工
夫

の
形

で

一
つ
に

な

つ
た

も

の
で

あ

る
事

が

わ

か
る
。

こ

の
点
更

に

改

め

て
詳

論
を

期

し

た

い
。


